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資料－４第2回 自律移動支援に係る場所情報検討専門委員会

平成１８年３月７日

国土交通省

インテリジェント基準点のあり方について（案）
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自律移動支援プロジェクト これまでの検討項目

①試作品の作成①試作品の作成

②耐久試験の実施②耐久試験の実施 インテリジェント基準点

開発中の測位機器

ＩＣタグの位置取得

③測量機器の開発、③測量機器の開発、
測量方法の検討測量方法の検討

④効率的な維持管理④効率的な維持管理
手法の研究手法の研究
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自律移動支援プロジェクト インテリジェント基準点のあり方について（案）

①既存の国家基準点にＩＣタグを取り付ける

ICタグ(ITタブレッ

ト）を金属標近傍
に埋設

四 等
三
角
点

標石の場合

金属標の場合

基 本＋

ＩＣタグ（ITタブレット）

白い部分はプラスチック製、
三層構造で、真ん中にICタ

グ本体を挟み込む

タブレットは真鍮製凹凸は取
替え時の利便性を考慮

ICタグ本体

標石の上面又は側面をくり
貫き、ICタグ(ITタブレット）

を挿入、密封する

コード

②オフラインによる情報提供（案）

ここは○○町○丁目です

概略位置は以下のとおりです
緯度： 34°41′17.22″
経度：135°11′36.72″
標高： 2.42 m

ここは○○町○丁目です

概略位置は以下のとおりです

緯度：緯度： 3434°°4141′′1717..2222″″
経度：経度：135135°°1111′′36.7236.72″″

標高：標高： 2.42 m2.42 m

災害情報

最寄の避難場所は
南東方向に１００ｍ

○○小学校です

災害情報

最寄の避難場所は
南東方向に１００ｍ

○○小学校です
・ICタグに予め情報を記憶しておく

・携帯端末に情報を記憶しておく
携帯端末

③新設のインテリジェント基準点への位置情報の書き込み

④公共基準点との連携
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自律移動支援プロジェクト インテリジェント基準点の活用（イメージ）

新たな情報産業の創出の支援

ユニバーサル社会の実現
位置情報
（場所情報）

・経緯度
・標高
・住所
・□ビル○階

など

地理情報

・多目的トイレの場所
・店のメニュー
・待合せ場所
・商品の内容

など

＋

コード

により

整合
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自律移動支援プロジェクト （参考）測量作業の効率化 –自動測量システム-

ICタグのリーダ／ライタ機能も装備したノ

ンプリズム・三次元画像処理機能など装備
の自動ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ(ＨｙｐｅｒTS)

従来測量

インテリジェント基準点と「Ｈｙｐｅｒ－ＴＳ」(仮称）で、境界杭などの位置を簡単に求め、簡易的な

三次元地図も現地で得られることができる。また、取得された測量データはインターネットを利
用し、会社のサーバーに送られ、確定図など測量成果品を作成することで作業の効率化が図
れる。

インテリジェント基準点

Ｈｙｐｅｒ TS

未来の測量

確定図出力

野帳・データコレクター

会社に持ち帰る

デ
ー
タ
通
信
で
サ
ー
バ
ー
に

直
接
入
力

納品
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このｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ基準点（№１２３４５６）の
概略位置は以下のとおりです

緯度： 34°41′17.22″
経度：135°11′36.72″
標高： 2.42 m

ほかにお知りになりたい情報をお選びください
１．所在地情報
２．最新の位置座標
３．周辺建物情報
４．周辺ライフライン情報
５．その他

このｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ基準点（№１２３４５６）の
概略位置は以下のとおりです

緯度：緯度： 3434°°4141′′1717..2222″″
経度：経度：135135°°1111′′36.7236.72″″
標高：標高： 2.42 m2.42 m

ほかにお知りになりたい情報をお選びください
１．所在地情報
２．最新の位置座標
３．周辺建物情報
４．周辺ライフライン情報
５．その他

＋

コ
ー

ド

コ
ー

ド

携帯端末からのコード情報
を確認する管理ｻｰﾊﾞ

最適な情報ｻｰﾊﾞのアドレス
発信を行う

選択した情報

より詳細な情報は対話形
式で検索が出来る

ユーザーの選択項目
に対応する情報

ユーザーに返る情報

最適情報アドレス
利用日時など基準点の状況が

データーベースに自動保存

コード解決サーバコード解決サーバ

自律移動支援プロジェクト

（参考）インテリジェント基準点による
効率的な基準点維持管理


